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熊野灘サンマ棒受け漁のシーズン到来！
夏に不漁続きだった北海道のサンマ漁のこともあり、今年はサンマの魚群が熊野灘まで　南下してくるのかと心配していましたが、11/28に17トンの初水揚げに続き11/30に52トン、12/1には20トンと順調な水揚げでサンマ漁が始まりました。
　大漁を期待して12/2に遊木漁港へ訪れたのですが、この日は低気圧が近づいていて沖では風が吹いていたため、サンマ船は夜中に帰港したそうで、市場への水揚げは２トン弱しかありませんでした。今年もようやく勝浦・新宮、三木崎沖で漁場が形成され始めたそうです。
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写真（左）は、夏の棒受け漁が終わり、サンマ漁に備えて待機していたサンマ船です。真っ暗な闇夜の中を船首にある強力なサーチライトで魚群を照らして探します。魚群を発見したら、両サイドにある集魚灯で囲い網に誘導し、網を絞り込み漁獲します。
市場では、海水氷にサンマを入れてコンテナ毎入札します。それを地元の仲買が買い付け、サンマ寿司や丸干しに加工します。キロ３００円台と高値で入札されました。
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氷の上でピンと跳ね上がったサンマはいかにも鮮度が良さそうです。口先が黄色く身が締
まっていて、銀白色にキラキラ輝いている肌には、ところどころ青色の薄い鱗が付いています。年内獲れはサイズも大きく、腹に少し丸みを帯び脂が残っているため、生で焼いて食べる

のか、入札されたサンマを鮮魚向けに写真（右）のカゴに小分けし持って行く業者もいます。

このシーズン、遊木漁港ではサンマ棒受け漁一色となります。
